
1

水野優也さん応援レポート

未来に翔たく若きチェリストの響演
2016年11月３日（木・祝）

紀尾井ホール

16名のチェリストが集結

会場の紀尾井ホールは、日本を代表
する音楽ホール。毎年12月の財団ス
カラシップ・コンサートの会場でもある。
音響の素晴らしさは定評のあるところ。
リサイタルや室内楽、室内オーケスト
ラの演奏に利用されている。

爽やかな秋晴れの11月３日・文化の日。
紀尾井ホール前には多くのお客様が列をなし
て並んでいる。
本日は、ここ紀尾井ホールで、倉田澄子氏の
チェロマスタークラス受講生を中心に集まった
チェリストたちによるチェロ・アンサンブル「未
来に翔たく若きチェリストの響演」が開催され
る。ゲストには財団奨学生OBでもある宮田大
さん、賛助出演の先輩方３名、水野優也さん
をはじめとする若手チェリスト達11名、総勢16
名のチェリストによる演奏会である。

プログラムは全10曲。２台チェロ、チェロ3台と
ピアノ、チェロ8台での演奏や、全員によるチェ
ロ・アンサンブルなど、様々な形式の演奏が
予定されている。

水野さんは、ほとんどの曲に出演。この日の
ために、早朝から夜遅くまで、びっしりと練習
を重ねていたとのこと。「・・・５曲目のソッリマ
『チェロよ歌え！』では、宮田大さんとともにソ
ロ・チェロを務めます。・・・2cellos のようなカッ
コいい曲です！」と、忙しいなか元気なメール
を届けてくれている。
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チェロ曲の数々を多様な編成で

後半は本日ピアノを弾いてくださっている鷹
羽弘晃先生が作られた「蛍なす ほのかに
聴きて－日本の旋律による音風景」を14台
のチェロでスタート。なるほど日本の旋律は
チェロの音色とぴったりなのだと感じる。優し
く、柔らかく。あとで聞いたら、鷹羽先生は高
校時代には担任の先生でもあられたそう。

６曲目のブルッフ「コル・ニドライ」。宮田大さ
んのソロと若手４人の組み合わせ。美しい
曲、美しい音色。「・・・宮田さんの音が美し
すぎて、演奏しているのに我を忘れてしまう
くらい聴き入ってしまいました」と水野さん。

次は15台でのビゼー「カルメン組曲」、おなじ
みのメロディーが大迫力で響き渡る。水野さ
んはトップのポジション（コンマス的） 。合図
を送ったり、全体を引っ張ったり、大役を果
たしていた。

舞台上には半円状に16脚の椅子。フンクの
「組曲」で演奏会がスタートする。倉田澄子
先生を含めた全16名。第１チェロから第４
チェロまで各々４名ずつの厚みのある構成。
水野さんは第1チェロ。半円の左端に位置を
取る。チェロ・アンサンブルでは、よく弾かれ
る美しい曲が、オーケストラ風の編成により
重厚な音色で奏でられる。
２曲目は、ポッパー：２つのチェロの為の組
曲。楽器も同じ、高校も同窓、コンクールも
いつも一緒という同い年の友人・森田啓佑さ
んとの２台チェロによる演奏だ。水野さんは
第２チェロ。主に伴奏を弾く。「・・・この曲はメ
ロディーが第１チェロ、伴奏が第２チェロと役
割がはっきりわかれており、そこが難しい曲
です。２台で４台分の音を出す箇所もありま
す」。個性際立つしっかりとした演奏からは、
万全な準備をして
きたのであろう
水野さんの真摯な
姿勢が伝わってくる。

次の出演は５曲目、
ソッリマの「チェロよ歌え！」。２台のソロ・
チェロと６台のチェロ、水野さんは、宮田大
さんとともにソロ・チェロという重要なポジ
ションを務める。
妖しくメロディックなフレーズをたっぷりに歌
いながら、２台のチェロが絡み合う。タンゴ
やジャズの香りも感じるような、たしかにな
んとも「かっこいい曲」。消え入るような音色
に合わせ照明を徐々に落とし、終曲ととも
に真っ暗という演出が、洒落た雰囲気をさ
らに印象付ける。

現在も活躍するチェリスト兼作曲家のソッリ
マ、現代風のこの曲を弾くのは初。「・・・ご
本人の音源もあったので参考にしたりして
練習しました」と水野さん。

ラスト２曲、カザルスの「東方の三賢人」と
「サルダナ」は全16台での演奏。水野さんは
２曲ともトップポジションを取る宮田大さんの
左隣に位置。宮田大さんの弓使いも息遣い
も、そしてその音色もはっきりと感じることの
できるポジションで、臆すことなく姿勢よく、
堂々とラストまで弾ききっていた。

大満足の客席からは大きな拍手。それにこ
たえて、アンコールには、ふたたび
16台のチェロでの
クレンゲル：「賛歌」。

全11曲。
チェロの美しさ、
重厚さ、幅の広さを
たっぷりと伝えてくれる見事な演奏であった。

演奏中の写真ご提供： カメラマン 松本好高氏
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たくさんの気付き。刺激。吸収していきたい
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

◆プログラム
フンク：組曲ニ長調
ポッパー：2つのチェロの為の組曲 Op.16
ポッパー：レクイエム Op. 66
小林幸太郎：Nagi

～2本のチェロとピアノの為の～
ソッリマ：チェロよ歌え！
鷹羽弘晃：蛍なすほのかに聴きて

－日本の旋律による音風景
ブルッフ：コル・ニドライ Op.47
ビゼー：カルメン組曲
カザルス：東方の三賢人、サルダナ
◆アンコール
クレンゲル：賛歌

終演の数日後、水野さんに話を聞いた。

－重要パートを担うなど大活躍；

「・・・ソッリマが印象深いです。宮田大さんと
の２人ソリスト。宮田さんは推進力が凄かっ
たです。同じ音でも勢いが違うので、それに
付いていこう、でも主張もしていこうと意識し
ながら頑張りました」。
３日間のリハーサルの前日には、宮田さん
のご自宅での合わせの機会も。
「・・・とても貴重な時間でした。たくさんのこと
を吸収することができたと感じています」

「・・・カルメンはトップだったので、みんなを
引っ張る立場なのですが、思うように引っ張
れていませんでした。合図の出し方、タイミン
グ、まだまだなんだろうなと感じました」

終演後、宮田大さんと

≪演奏会概要≫
◆出演
チェロ：
菅井瑛斗・熊本一萌・鈴木あさひ
水野優也・森田啓佑・香月麗・佐山裕樹
築地杏里・濱田遥・川岡光一・小林幸太郎

《賛助出演》海野幹雄・玉川 克・宮地晴彦

《ゲスト》宮田 大

ピアノ：鷹羽弘晃

企画・構成：倉田澄子・宮田大

「・・・カザルスの三賢人とサルダナは、宮田
さんの隣で弾いたのですが、もう音色が素
晴らしくて。自分もその音色に合わせたいと
思ってしまうような音色で。ただただ、すご
い！と感嘆してしまいました」
「・・・サルダナで見せていただいた、宮田さ
んの勢い、示し方。トップとしての“示し方”
が明確でわかりやすくて、本当に付いてい
き易くて」・・・敬愛する先輩・宮田大さんの
真隣での演奏機会、大いに刺激を受けたと
語ってくれた。

「・・・演奏自体には満足しています。へんに
硬くなることもなく、落ち着いてというか楽し
んで弾くことができました」

「・・・同じ楽器の先輩方の音を、リハも含め
て長時間にわたり聴くことができました。今
回の一連の機会で絶対に耳も発達したと思
います。本当に素晴らしい経験でした！」

９月末にはドイツでの講習会に参加。「・・・日
本にいては気付かなかったレベルの深さや
広がりを痛感して帰ってきました」「・・・テク
ニックだけでなく、いろいろなアイデアを持っ
て、いろいろな音を出せるようにしたい。様々
な経験をして多彩な音を出せるような技術を
身に付けたいなと、今は強く思っています」

この秋も素晴らしい経験を重ねる日々、
水野さん、また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙・裏表紙）】
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【コンサート・プログラム プログラム】
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【コンサート・プログラム 出演者】
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【コンサート・プログラム 歩み】


